
お知らせ

　ジャガイモシストセンチュウは、ばれいしょの根に寄生し養分を吸収することで、３０～６０％もの収量減少
を招く恐ろしい害虫です。この害虫は、土の中において、シスト（卵が集まった玉もようなもの）の状態で１０年
以上も生き続け、農薬もほとんど効かないことから、一度侵入した場合、根絶のための有効な対処法はありま
せん。本町では、これまで北村地区でジャガイモシストセンチュウが確認されています。ばれいしょを作付する
方（家庭菜園含む）は、蔓延防止の徹底を図るため、次の点に注意して作業されるようお願いいたします。

農林課からのお知らせ
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害虫警報 ばれいしょの天敵！ 【ジャガイモシストセンチュウ】から産地を守る！

●お問い合わせ　農林課農業林業グループ

①種子は合格証のある正規なものを使用する！ 
（自家菜園の種子、種子農家から直接購入した種子（非正規品）
は使用しない）

②ほ場の外に土を出さないようにする！
　作業後は、その場で作業機や靴に付いた土を洗浄しましょう。

③ばれいしょの作付サイクルは４年輪作に努める！
　やむを得ず 作付する場合は、被害を受けやすいメークインや
男爵を避け、抵抗力のある「キタアカリ」や「とうや」等を作付する。

ジャガイモの根から養分を吸うシスト

※シストと呼ばれる雌成体。
この中に卵が200～500個
入っており、シストの中で
10年以上生き続けます。

　農地中間管理機構では、高齢化や後継者不足などで耕作
が難しくなった農地を借り受けします。
　出し手の方には支援措置もありますので、希望する方は、
窓口である農林課までご相談ください。
※農地の状態によっては借り受けできない場合もあります。
　

■経営転換協力金
　経営転換（農業部門の減少など）及びリタイヤした農業
者等が、機構に対し全ての自作地（条件あり）を１０年以
上貸し付け、かつ、機構から受け手に転貸された場合に交
付されます。

平成29年度交付予定単価

■耕作者集積協力金
　機構が借り受けしている農地及び借受希望者が耕作する
農地等の隣接農地を機構に貸し付けた所有者又は耕作者が、
機構に対し１０年以上貸し付け、かつ、機構から受け手に
転貸された場合に交付されます。

平成29年度交付予定単価

■お問い合わせ　農林課農業林業グループ

農地中間管理機構への農地貸付に
協力金が支払われます
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